
 

貨幣博物館古文書等利用規則 

 

（目的）  

第１条 この規則は、日本銀行金融研究所貨幣博物館（以下「貨幣博物館」という。）

が保管する貨幣関係資料のうち古文書等の一般の利用に関し必要な事項を定め

る。 

 

（古文書等の定義）  

第２条 この規則において、貨幣関係資料のうち古文書等（以下「古文書等」という。）

とは、貨幣博物館が保存する貨幣・紙幣（金属ないし紙以外の素材により作られた

もので、貨幣としての機能を有するものを含む。以下同じ。）、見本紙貨幣、試鋳貨

幣及び偽・模造紙貨幣に関連する文書（古文書・絵図、錦絵、古地図、版本、古図

書を含む。）であって、「公文書等の管理に関する法律施行令」（平成２２年政令第２

５０号）第６条の定めに基づく特別の管理がされている文書をいう。  

２ 前項の文書には、保存管理、学術研究、展示その他の理由により作成された二

次媒体資料（マイクロフィルム、写真等。以下「二次資料」という。）を含む。  

 

（古文書等の利用） 

第３条 古文書等は、以下の方法により一般の利用に供するものとする。 

一 二次資料の閲覧 

二 二次資料の写しの交付（但し、前号の閲覧の際に限る。） 

三 貨幣博物館（展示室）における展示等  

２ 金融研究所長は、前項に定める方法では古文書等の利用の目的が達せられな

い場合、古文書等の原本についてその破損または汚損を生ずるおそれに対し特に

慎重な取扱いを確保したうえで、古文書等の原本の閲覧、撮影等を認めることがで

きる（但し、当該原本が貨幣博物館で現に使用されている場合を除く）。 

３ 第１項に掲げる展示等および第２項に定める原本の利用に関する取扱いは、別

途の定めによる。  

 

（古文書等の利用の制限）  

第４条 金融研究所長は、古文書等が次の各号のいずれかに該当するものである場

合は、その一般の利用を制限することができる。 

一 「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律」（平成１３年法律第１４

０号）第５条第１号及び第２号に掲げる情報が記録されていると認められるもの

（但し、当該情報が記録されている部分に限る）。 



二 文書の全部又は一部を一定の期間公にしないことを条件に法人その他の団体

又は個人から寄贈又は寄託を受けているものであって、当該期間が経過してい

ないもの。 

 

（利用日および利用時間） 

第５条 貨幣博物館は、次に掲げる日を除き、二次資料を利用に供する。 

一 日曜日及び土曜日  

二 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８条）に規定する休日 

三 その他日本銀行の休業日 

四 １２月２８日から１月４日までの日  

２ 二次資料の利用時間は、午前９時３０分から午後５時までとする。 

３ 金融研究所長は、特別な必要のある場合には、第 1項の規定にかかわらず、利

用の一部又は全部を休止することができる。この場合、事前にその旨を掲示等によ

り公示する。 

 

（閲覧の申込み）  

第６条 二次資料の閲覧を希望する者は、予め次に掲げる事項を記載した電子メール

ないし書面を適宜の方法で貨幣博物館へ送付し、閲覧の申込みをする。  

一 閲覧申込者の氏名及び連絡先  

二 古文書等の名称その他の閲覧希望の対象である古文書等を特定するに足りる

事項 

三 閲覧を希望する日及び時間（以下「閲覧希望日時」という。）  

四 研究テーマなど閲覧の目的 

 

（閲覧に応じる旨の通知） 

第７条 貨幣博物館は、閲覧の申込みについて次条に該当する場合を除き、申込者

に対して、閲覧に応じる旨通知する。 

 

（閲覧希望日時の調整等） 

第８条 閲覧の申込みについて、以下のいずれかに該当するときは、貨幣博物館は、

当該申込者に対し、閲覧希望日時を変更するよう適宜の方法で通知することができ

る。  

一 閲覧希望日時が、利用日ないし利用時間以外の場合及び利用の一部又は全

部を休止する日時に当たるとき  

二 閲覧を希望する日が、貨幣博物館が当該閲覧希望を受け取った日から 

１０日以内の日に当たるとき 



三 同じ時間帯を閲覧希望日時とする閲覧申込みが多数重なる等のため、閲覧の

適正な遂行に支障を生じるおそれがあるとき  

２ 前項の場合、閲覧申込者から、当該通知に基づく閲覧希望日時の変更に関す

る連絡があったときは、新たな閲覧申込みとして扱う。 

 

（貨幣博物館古文書等閲覧証交付の手続） 

第９条 閲覧の申込みを行い第７条の通知を受けた者は、有効な「貨幣博物館古文書

等閲覧証」（第１号書式）を所持していない場合には、身分を証明できるものを貨幣

博物館の受付に提示し、その交付を受ける。ただし、貨幣博物館は、申込みの日に

限って利用を希望する者については、閲覧証の交付を省略することができる。  

２ 閲覧証の交付を受けた者は、次回以降、第６条の閲覧申込みにあたり閲覧証番

号を記載し、二次資料を閲覧する際、閲覧証を貨幣博物館の受付に提出する。  

３ 閲覧証の有効期間は、発行日から１年とする。 

 

（閲覧方法） 

第１０条 二次資料の閲覧を希望する者は、閲覧証と第６条による閲覧申込みの書面

ないし電子メールの写しを貨幣博物館の受付に提出する。  

２ 閲覧を申込むことができる二次資料は、原則として一人１回につきマイクロフィル

ム３リール以内、写真集５冊以内とする。ただし、金融研究所長は、必要があると認

めるときは、閲覧することができる二次資料の数を制限することができる。  

３ 閲覧申込みができる時間は、第５条第２項の規定にかかわらず、午前９時３０分

から午後４時３０分までとする。  

４ 二次資料の閲覧は、貨幣博物館の閲覧室（以下「閲覧室」という。）で行う。 

 

（返却） 

第１１条 二次資料の返却は、貨幣博物館職員の確認を得て行うものとする。 

 

（写しの交付の方法等） 

第１２条 二次資料の閲覧に際し、写しの交付を希望する者（以下、「写し交付希望者」

という。）は、「貨幣博物館古文書等の写し交付申込書」（第２号書式）を貨幣博物館

の受付に提出する。  

２ 二次資料の写しの交付は、マイクロフィルム又は写真の写しの交付に限定し、次

の各号に定める方法のうち、写し交付希望者が指定する方法により行う。 

一 用紙に複写する方法 

二 スキャナ等により作成した電磁的記録を電磁的記録媒体（貨幣博物館が提供し

たものに限る。）に複写する方法 



３ 貨幣博物館は、写し交付希望者より、写しの交付を行う範囲、方法及び部数の

指定を受けた場合は、速やかに料金表（別表）に基づき手数料の金額を算定し、当

該金額を写し交付希望者に提示するものとする。 

４ 貨幣博物館は、第１３条に定める手数料の納付を確認した後、速やかに写しの

交付を行う。 

 

（手数料等） 

第１３条 貨幣博物館は、写し交付希望者から、前条第３項で提示した金額の手数料

の納入を、貨幣博物館において現金を直接支払う方法により受けるものとする。 

２ 貨幣博物館は、料金表を閲覧室及び貨幣博物館展示室に備え付ける。 

 

（職員の立会い等） 

第１４条 金融研究所長は、古文書等の利用について、必要と認めるときは、次に掲

げることを行うことができる。  

一 貨幣博物館職員を立ち合わせる等の方法により、古文書等保全等のために必

要な措置をとること  

二 利用のための場所を指定すること  

三 出版、放映、頒布等を目的とする利用について条件を付すこと  

四 迷惑行為その他により事務の遂行に支障をきたし、又は支障をきたすおそれが

ある者に対し、退去を命じ、又は立入りを拒否すること  

五 この規則若しくはその他の規則に違反し、又は金融研究所長の指示に従わな

い者に対して、古文書等の利用を停止すること 

 

（損害賠償責任） 

第１５条 利用者は、その責に帰すべき事由により、施設、物品又は古文書等を滅失

し、破損し、若しくは汚損したときは、その損害を賠償するものとする。 

 

（古文書等の目録等の備付） 

第１６条 金融研究所長は、古文書等の目録及びこの規則を閲覧室及び貨幣博物館

展示室に備え付けるとともに、インターネットの利用等により一般の閲覧に供するも

のとする。 

 

（その他必要な事項） 

第１７条 この規則の実施について必要な事項は、金融研究所長が別に定める。 

 



別表（第１２条関係） 

 

貨幣博物館古文書等写し交付手数料料金表 

 

「貨幣博物館古文

書等」（二次資料）

の種別 

「写しの交付」の方法 料金（税抜） 

マイクロフィルム、

写真 

 

（１）用紙に白黒で出力したものの交付 
「二次資料」の １コマにつき １ ０円 

（用紙のサイズは A３判まで） 

 （２）用紙にカラーで出力したものの交付 
「二次資料」の １コマにつき ２ ０円 

（用紙のサイズは A３判まで） 

 
（３）電 磁 的 記 録 を光 デ ィ ス ク 

（ 日本産業規格Ⅹ ０ ６ ０ ６ お よび 

Ⅹ６２８ １に適合する直径１２０ ミリ 

メートルの光ディスクの再生装置で 

再生することが可能なものに限る。）

に複写したものの交付 

１枚につき１０ ０円に当該フィルム 

ないし写真の「二次資料」１コマごとに 

１０円を加えた額 

 

（ＣＤ－Ｒ） 

 （４）電磁的記録を光ディスク（日本産業規

格Ⅹ６２４ １に適合する直径１２０ 

  ミリメートルの光ディスクの再生装置

で再生することが可能なものに限る。）

に複写したものの交付 

１枚につき１２０円に当該フィルムないし

写真の「二次資料」１コマごとに１０円を

加えた額 

（ＤＶＤ－Ｒ） 

備考 1：「二次資料」を電磁的記録化したものから「写し」を作成する。 

備考 2：用紙の両面に出力する場合は片面を１枚として料金を算定する。 

 

（注） 支払金額は、（１）から（４）までのうち申込みがあった各料金にそれぞれ消費税および地方消費

税相当額を加えた金額の合計額とする（当該合計金額に１円未満の端数があるときは、これを

切り捨てた額とする）。 

 



第１号書式 

 

（表面） 

貨幣博物館古文書等閲覧証 

 
 閲覧証番号 
 
 ご住所   
 
 お名前 
 
 有効期限         年   月   日 
 
               東京都中央区日本橋本石町２－１－１ 
                  日本銀行金融研究所貨幣博物館 
                電話(03)3279-1111 

 

 

（裏面） 
 
・日本銀行南分館通用門において本証を提示し、外来者用バッジを受取り着用して  
 下さい。 
 
・閲覧請求の際には本証を提示して下さい。 
 
・本証は本人以外ご使用になれません。 
 
・本証は研究目的を果たした場合、または有効期限が満了した場合にはすみやかに 
返却して下さい。 
 

・閲覧等にあたっては、係員の指示に従って下さい。 
 
［閲覧のご案内］ 

   ・閲覧時間は、午前９時３０分から午後５時までです。 
   ・閲覧は予約制となっていますので、希望日時を予めご連絡下さい。 
 

 

 



第２号書式 

貨幣博物館古文書等の写し交付申込書 

 

  年  月  日 

 

日本銀行金融研究所貨幣博物館 殿 

 

 

 お名前：                   閲覧証番号：                      

 

 ご連絡先：                         （電話）                 

 

 

№ 

 

請求番号又は資料番号 当該請求番号又は資料番号のなかで、写しの交付を希望するコマを特定する場合は、コマ番号を記載のこと 写しの部数 

１   

計    コマ 

 

   通  

２   

計    コマ 

 

   通  

３   

計    コマ 

 

   通  

４   

計    コマ 

 

   通  

５   

計    コマ 

 

   通  

 

写しの作成方法 

 

ﾏｲｸﾛﾌｨﾙ

ﾑ、写真 

 

□用紙に複写（ A4・B4・A3  ）［№               ］ 

□スキャナ等により作成した電磁的記録を電磁的記録媒体に複写（ CD-R・DVD-R ）［№               ］ 

 

 

 


